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背景
地球温暖化に伴う気候変動による水害の激甚化

最大クラスの洪水等に対して
「少なくとも命を守り，社会経済に壊滅的な被害が発生
しない」ことを目標としたソフト対策が求められている

防災意識向上

持続可能な開発
のための教育

オープンサイエンス
を含む総合的な
気候変動適応



・コンクリート橋補修の専門家
・気候変動の専門家
・IT技術に精通した市民活動家
・地理情報システムの専門家
・世界中の公開情報を収集・分析する専門家
・社会起業家
・ITシステムエンジニア

「GISオープンデータを活用した気候変動適応へのソフト対策」

多様な専門家の
コミュニティー

X-BRIDGE



気候変動適用に向けたX-BRIDGEの取組の概要

①GIS上で水害時流失リスクの高い
  橋梁（ハイリスク橋）を検出する
  方法の構築

③ハイリスク橋の電子マップを作成

②パッケージ化したワークショップを
  日本各地やオンラインを通じて実施



①ハイリスク橋の検出方法の構築
対象 令和2年球磨川水害
         道路橋10橋の橋桁（上部工）が流失

八代河川国道事務所でのヒアリング



橋梁の水害時流出条件

高欄

舗装

橋桁
橋脚

水位が舗装面より高い
↓

・浮力の発生
・流木による横荷重の増加
（１０倍との試算も）

↓
設計で考慮していない

荷重が負荷
↓

橋桁（上部工）の流出 浮力

流木



球磨川での検証

GISオープンデータのみを利用して
ハイリスク橋を検出できるか？

深水橋 流失 0.00 0.52
中谷橋 無 -0.30 1.00
坂本橋 流失 8.80 9.11
葉木橋 無 -0.13 0.83
鎌瀬橋 流失 1.00 2.16
神瀬橋 流失 2.60 4.40

大野大橋 無 -11.20 -9.95
大瀬橋 流失 1.30 2.36
松本橋 流失 2.00 2.91
球磨橋 無 -0.37 0.54
相良橋 流失 4.70 5.61
沖鶴橋 流失 4.74 6.82
天狗橋 橋面背面のみ流失 0.00 0.84
紅取橋 無 -1.40 0.98
西瀬橋 部分流失 -0.10 0.67

繊月大橋 無 -0.30 0.25
人吉橋 無 -1.10 -0.39
大橋 無 -0.50 0.01

水ノ手橋 無 -1.60 0.49

橋梁名
令和2年水害での

流失の有無3)

※1　【A】:推定橋面標高 【C】:推定浸水標高 【D】:桁下高

【C】-【D】
(m)
※1

【C】-【A】
(m)
※1

結果：精度よく流失を検出



全国Q地図

橋梁データ
2018年度

全国橋梁マップ

洪水データ
ハザードマップ
ポータルサイト
洪水浸水想定区域
（想定最大規模）

全国各地の河川・橋へ適用範囲を拡大

②＆③ ワークショップによる
 全国ハイリスク橋MAPの作成



GISオープンデータの重ね合わせより
目視でハイリスク橋を検出可能

洪水浸水想定区域
（想定最大規模）
凡例

背景：地理院タイル

高欄

舗装

橋桁
橋脚





兵庫県立龍野高校ワークショップ

ハイリスク橋MAPの作成例

ハイリスク橋を
GISに直接表示
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これまでの実施内容・成果

・6/26(月)～27(火)オンラインワークショップ＠私立関西学院千里国際高等部
2回に分け計50名の生徒が参加。感想として「自分も貢献できると気付いて良かった」「与えられた

ハザードマップを見るだけではなく自分で他のレイヤーとを重ねることで災害意識が上がった」等。2
学期には対面でも実施を検討中。

オンラインワークショップ風景 気付きをシェアする生徒の皆さん



これまでの実施内容・成果

・8/9(水)ワークショップ＠兵庫県立御影高校
プロジェクト外メンバーが公開済の資料を基に来年度の探究授業のモデルとして実施。参加者計5

名。感想として「危険な場所と安全な場所が見えてきて、これからのためになりそう」「ハザードマップ
も全て予測で絶対にこうではないと覚えておきたい」等。資料がオープンソースとして有効と実証。

現地ワークショップ風景 実際にGISツールを操作



これまでの実施内容・成果

・7/15(土)～16(日)緑の流域治水スタディツアー参加兼被災地復興状況視察
現地で流域治水を学ぶと共に、雨庭の取り組みを実施されている熊本県立南稜高等学校と交流。

若者世代の教育を起点に気候変動適応しつつ減災・防災を図りながら市民参加型で学び合いなが
ら進めるまちづくりを目指していく。

森林調査現場

南稜高校の皆さんによる
雨庭

田んぼダムの貯水力
比較模型

復興中の球磨川流域

https://www.reri.or.jp/kanri/wp-content/uploads/2023/09/f3b01d9327c240a1228f6ac802ad875c.pdf


これまでの実施内容・成果

・9/14(木)～15(金)土木学会全国大会で当取り組みを発表

https://committees.jsce.or.jp/zenkoku/node/287


これまでの実施内容・成果

・プロジェクトWebサイト「ワークショップガイド」の作成→解説を網羅、問合せ先も記載

https://www.tankyu-intelligence.org/project/xbridge


これまでの実施内容・成果

・講師ガイドの充実（講師資料に講師の話す文章をメモとして追記）



これまでの実施内容・成果

・経済産業省「未来の教室」への登録は定期的イベント必要とのことで今年度は断
念、講師向けの定期的なワークショップを設けることに決定し周知用にFacebookペ
ージを作成

https://www.facebook.com/profile.php?id=61554928767147
https://www.facebook.com/profile.php?id=61554928767147


これまでの実施内容・成果

・中部大学で当取り組みを発表（2024年2月予定）

※写真は2022年版



これまでの実施内容・成果

・「流域治水と森林」トークカフェ参加…水害対策、橋梁復旧を幅広く見据える

「令和2年7月水害と流域の森林」
つる詳子(自然観察指導員熊本県連絡会会長)

「森林の保水力と木材ビジネスは両立できるか」
蔵治光一郎(東京大学教授)

「緑の流域治水と球磨の林業」
小﨑ジュン(熊本県県南広域本部球磨地域振興局農林部林務課長)

https://www.midori-lab.pu-kumamoto.ac.jp/renzokuten


今後の展開

・経済産業省「未来の教室」への登録…学校現場にさらなる周知
・講師向けワークショップの継続開催…初回2024/3/5(火)世界同時期開催のオープンデータの祭典
「オープンデータ・デイ」の一環。ITを用いた市民活動（シビックテック）へ裾野を広げ、主催者育成・
データ充実化・コミュニティ形成
・GIS登録内容の拡充…流域治水として注目される雨庭や田んぼダムへも拡大し、ローカルデータ
の可視化によるオープンサイエンスの手法により地域防災力向上を図る
・竹筋コンクリートの利活用検討…橋梁復旧の課題、SDGsの観点から

今年も線状降水帯が発生し、気候変動への適応策が増々急がれる状況になっています。
そのため、ハード対策だけでなくX-BRIDGEのようなソフト対策の加速が求められると感じて
います。ワークショップを行ないたい方、是非お声がけください！

https://opendataday.org/ja/
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